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５．まとめ

以上の観察から，いくつかの点において，従来とは異なる促音の問題点

が浮かび上がってきた。つまり，促音は音韻的には他の拍と同様に等時性

をもつが，時間長の側面だけではなく，学習者にとっては生成においても，

調音の面でいくつかの訓練を要する特徴を意識しなければならないことに

なる。

まず，促音には破裂音に先立つものと摩擦音に先立つ音節があり，さら

に破裂音には，調音点によって促音のタイミングがとりにくいものもある

のではないかということも観察できた。このことから，学習者は促音がお

しなべて苦手なのではなく，促音タイミングの取りやすいものもあれば，

そうでないものもあると考えられるのである。

さらに，促音部分が摩擦音になった場合，学習者によっては正しく摩擦

音を用いるのではなく，他の破裂音を出すのと同じ構えで促音部分を生成

しようとし，結果，不自然な音声で代用することになってしまうというこ

とが観察できた。これは，学習者が不得手だというより，適切な学習がな

されなかったことが原因であるとも考えられる。したがって，これについ

ては，正しい指導が必要とされる事柄だといえよう。

６．今後の課題

今回，分析で網羅できなかった，促音の破裂音部分の調音上の特徴別の

調査語を用意し，キャリアセンテンスに挿入して被験者に読み上げてもら

い，録音し，さらに分析したいと思う。また，促音が破裂音のものについ

ても，摩擦音のものについても最終的に統計的処理をおこない，有意差が
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求められる量の録音を確保したい。

また，今回は取り上げることができなかったが，母語話者の発話におけ

る促音もまた，学習者にとっては一定ではないものがあると考えられるの

で，それについても学習者が聴取するバリエーションとして，採集し分析

をおこないたい。従来は，丁寧な発音とぞんざいな発音は異なる，と分類

されることも少なくないが，むしろ，発話者にとってどのような心的態度

で発話したのかという面から，それらを丁寧とぞんざいという２項対立で

はなく，距離をおいた状況で，あるいは距離をおいたように装いたい状況

で発話したものを「ソトの関係」とし，心的距離が近いものを「ウチの関

係」として分類しながら，母語話者にとってもあえて一定に発話しない部

分にも踏み込み，分類することを試みたい。それによって，学習者が実際

のコミュニケーションの場で触れる促音を伴う発話を処理して理解するこ

とができるような指導を目指すためである。

また，最後に触れたが，調音行動としてどのように生成しているのかと

いうことをさらに客観的に明らかにするため，高速度カメラを用いた学習

者の発音生成についての観察を，次の研究の新たな方法として導入したい

と考えている。

参考文献

内田照久（１９９３）「中国人日本語学習者における長音と促音の聴覚的認知の特徴」『教育

心理学研究４１』日本教育心理学会

――――（１９９４）「外国人のための日本語音声教育における特殊拍の問題をめぐる研究

の課題」『名古屋大學教育學部紀要．教育心理学科４１』pp．８７―１０２，名古屋大学

王伸子（１９９０）「日本語音声習得を助ける中国語方言」『音声研究』第３巻第３号 pp．３６―

４２，日本音声学会

張鱗声，劉永亮，石迎春（２０１５）「母語方言に入声音を持つ学習者は促音を習得しやす

いか―広東語母語話者を例に―」『人文学論集３３』pp．１９１―２０１，大阪府立大学人文学

会

藤本雅子，前川喜久雄（２０１４）「促音に隣接する母音の時間長の特徴について：CSJの

分析」『音声研究』第１８巻第２号 pp．１０―２２，日本音声学会



235日本語の促音についての一考察（王） 235

藤本雅子（２０１４）「促音の喉頭調節の高速度カメラと PGGによる検討：ケーススタディ」

『音声研究』第１８巻第２号，pp．４４―５３，日本音声学会

李欣（２０１４）「広東語を母語とする学習者の促音の生成と知覚について」『日本語・日本

文化研究２４』pp．６９―８０，大阪大学劉永亮（２０１３）「モンゴル語母語話者における促音

の知覚の特徴」『日本語研究３３』pp．４５―５８，首都大学東京・東京都立大学日本語・日

本語教育研究会

本稿は Proceedings for The 22nd Princeton Japanese Pedagogy Forumの「促音は一定か」

にさらに実験結果を加え，加筆修正したものである。


